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出所：マーケットエッセンシャル（前田昌孝）
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出所：マーケットエッセンシャル（前田昌孝）



3

今回、新規ポジションの追加はなく、ベライゾン・コミュニ
ケーションズ（VZ）とロイヤリティ・ファーマ（RPRX）
の株式を手放したことが特徴だ。その他、ゼネラルモー
ターズ（GM）、U.S.バンコープ(USB)、さらにはク
ローガー・カンパニー（KR）の持ち高を減らした。

一方、アップル（AAPL）への投資については、新たに
390万株を追加購入し、6月末時点で1220億ドル相
当の株式を保有していることがわかった。アップルはバー
クシャーの株式ポートフォリオの約40％を占めている。

また、この期間にオクシデンタル・ペトロリウム（OXY）
を2200万株、シェブロン（CVX）を230万株購入し、
エネルギー株への投資を加速させている。さらに、自動
車・住宅金融サービスなどを手掛けるアライ・ファイナン
シャル（ALLY）の保有株式を３倍に増やした。

「ウォーレン・バフェットの保有銘柄44銘柄と集中投資5銘柄

出所：フォーム13Fより筆者作成
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バークシャーの6月末時点の保有株のトップ5は、アップ
ル、バンクオブアメリカ（BAC）、コカコーラ（KO）
シェブロン、アメリカンエキスプレス（AXP）で、この5
銘柄でバークシャーのポートフォリオの約7割を占めてい
る。

4０兆円もあるバークシャーの株式のポートフォリオは
保有銘柄数が少ない。バフェット氏の運用はもともと数
少ない銘柄に賭ける集中投資型だ。

バークシャーは2022年の1～6月期に689億ドルの評
価益を失ったが、アップルをはじめとする６月末以降の
保有銘柄の回復でその75％程度を取り戻した格好と
なっている。

出所：フォーム13Fより筆者作成

バークシャーの2022年6月末時点の保有株式（評価額順）



アップル（日足）

5出所：筆者作成



バンクオブアメリカ（日足）

6出所：筆者作成



コカコーラ（日足）

7出所：筆者作成



シェブロン（日足）

8出所：筆者作成



アメリカンエキスプレス（日足）

9出所：筆者作成



オクシデンタル・ペトロリアム（日足）
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米著名投資家ウォーレン・バフェット氏
率いる投資会社バークシャー・ハサウェ
イ（BRK.B）が、米石油大手オクシデ
ンタル・ペトロリアム（OXY）の株式を
最大5割取得しようとしていることが明
らかになった。FERC（米連邦エネル
ギー規制委員会）が19日、バーク
シャーによって提出されたオクシデンタル
株買い増し申請を承認したと公表した。
バークシャーは先月11日に書類を提出
していたという。

オクシデンタルの2021年度の業績は
前期から大幅に改善している。2月24
日に開催された取締役会においては、
30億ドルの自社株買いプログラムも発
表された。原油価格の上昇に伴い、今
期はさらに業績が拡大することが見込
まれる。

出所：筆者作成
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米国の表のCPIと裏のCPI

出所：SHADOWSTATS
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天然ガス先物・原油先物・小麦先物・大豆先物の日足

出所：パンローリングカスタムチャート・石原順インディケーター



NY原油CFD（日足）景気後退の兆候？

15出所：MT4・石原順インディケーター（赤↑＝買いシグナル・黄↓＝売りシグナル）



連邦債務とフェデラルファンドレート

出所：ゼロヘッジ

米国政府が最初に1兆円の負債を
積み上げるのに1981年までかかっ
た。その後、2兆円はわずか4年で
積み上がった。その後、数兆円はど
んどん短期間で増えていった。今日、
アメリカの連邦債務は放物線を描
き、30兆ドルをはるかに超えている。

https://www.zerohedge.com/s3/files/inline-images/Fed-is-trapped-600x368.png?itok=O_BETB5W


S＆P500の2022年と2008年相場のアナログチャート

出所：Michael J. Kramer



S＆P500CFD（日足）

18出所：MT4・石原順インディケーター（赤↑＝買いシグナル・黄↓＝売りシグナル）



2022年相場と過去の強気相場と弱気相場とのコリレーション

出所：Nautilus Research



ナスダック100は三尊天井パターンか！？

出所：Michael J. Kramer 20



ナスダック100CFD（日足）

21出所：MT4・石原順インディケーター（赤↑＝買いシグナル・黄↓＝売りシグナル）



VIX指数（日足）

出所：筆者作成



VIX指数の2022年と2008年相場のアナログチャート

出所：Michael J. Kramer



米国の利上げとバブルの崩壊（FF VS GT10）

24出所：セントルイス連銀
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